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青祥会では職員を募集しています。
先輩職員が丁寧に指導させていただきます。
また、働きながら法人内で研修を受講する
ことで、資格取得も可能です。
詳しくは、法人本部までご連絡ください

かしょう【嘉祥】
嘉（喜び事）祥（きざし）
喜びごとの兆しを表す言葉

人間愛に基づき、和顔愛語の心を基本理念として、心豊か
な安らぎのある地域社会の推進と充実に貢献することに
努める

青祥会理念

K A S H O U

白い朝顔
花言葉は
「固い絆、あふれる喜び」

TAK E  F R E E

2024
vol.8      青祥会創立４０周年

　　 第17回研究発表大会　
　　 新型コロナウイルス感染症対策
　　 新入職員辞令交付式・技能実習生受入れ再開
　　 地域交流・各種研修会

特集PICK UP
CON T EN TS

コラムCOLUM
N

最近よく聞く「生成AI」って、いったい何なんでしょうか？

　簡単に言うと、大量のデータからパターンや関係を学習して、新しいコンテンツを生成
できるAI（人工知能）のことです。
　従来のAIは「学習済みのデータの中から適切な回答を探して提示する」ものでしたが、生
成AIは「0から1を生み出す」性質が特徴的です。既に学習したデータを参考に予測した答
えを返すのではなく、AI自身が自ら学習し続け人間が与えていない情報やデータをもインプットし、新たなアウトプッ
トを人間に返すことができます。生成AIは「AIが考えた新たな知識を人間が受け取る仕組み」ともいえるでしょう。

　生成AIは、さまざまな分野で活用されています。

　生成AIの技術は今後も進歩し続け、さまざまな分野で、より高度な活用が可能 になるでしょう。
　生成AIは便利なツールではありますが、まだ登場して間がない技術です。事実の真偽性や著作権問題、個人情報
漏洩、セキュリティ上の懸念、サイバー攻撃への悪用など、懸念事項も数多く抱えています。
　私たち一人ひとりが、生成AIの仕組みや課題を正しく理解することが大切です。
　また、生成ＡＩに仕事を奪われないよう、我々人間も自己研鑽を重ねていかなければなりません。

　ちなみに本コラムは、ある生成ＡＩに、
　「生成AIについて、会社の広報誌に掲載するコラムを、砕けた感じで
500文字程度で作成してください。」と指示して得られた回答をもとに作
成しています。いかがでしたでしょうか？

ビジネス
新製品やサービスの開発　　　　　　　　マーケティングや広告のコンテンツ生成
文章の要約、音声データの文字起こし　　 カスタマーサポート関連の自動応答
学習教材の作成　　　　　　　　　　　　オンライン授業の提供

エンターテインメント
映画やゲームのキャラクターや背景の生成　　　　　音楽や映像の制作
ファッションブランドのオリジナルデザインの生成

医療・介護
診断支援
患者のケア
業務効率化

治療法の開発
ケアプラン作成
危険予測

医薬品の開発
高齢者QOL向上

社会インフラ
交通や物流の効率化
災害対策
環境問題の解決

青祥

2024会創立４０周年

生成AIの未来は？

生成AIってどこで使われてるの？

生成AIって何？

生成ＡＩって何？
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昭和57年  1月29日

昭和57年  3月  8日

昭和57年11月25日

昭和58年  6月  1日

昭和61年12月10日

昭和62年  4月  1日
　

平成元年10月  2日

平成  4年  4月21日

　

平成  5年  9月  1日

　

平成  5年  9月  7日
　

平成  7年  5月31日

平成  9年  3月  1日
　

平成  9年  4月  1日

平成  9年10月  1日

平成10年10月  1日

　

平成11年  6月  1日
　

平成11年  8月20日

　

平成11年12月  1日
　

平成11年12月  1日

　

平成12年  3月  1日

平成12年  4月  1日
　

平成12年  4月  1日

平成13年  4月  1日

平成13年  6月  1日

社会福祉法人青祥会設立認可（厚生省社第54号）

社会福祉法人青祥会設立

特別養護老人ホーム青浄苑開設（定員50名、短期入所5名）

特別養護老人ホーム青浄苑定員増（定員50名→55名）

滋賀県痴呆性老人処遇技術研修施設指定（青浄苑）

特別養護老人ホーム青浄苑新館増築（定員55名→80名、
短期入所5名→7名）

　
長浜市デイサービスセンター運営受託（長浜市民交流センター）

特別養護老人ホーム坂田青成苑開設（定員50名、短期入所10名）
坂田デイサービスセンター、坂田在宅介護支援センター
痴呆性老人在宅介護促進施設併設

特別養護老人ホーム青浄苑別館増築（定員80名→100名、
短期入所7名→17名）、青浄苑デイサービスセンター、長浜
市在宅介護支援センター（青浄苑）併設

介護老人保健施設長浜メディケアセンター開設（定員104名）
通所リハビリセンター併設

訪問看護ステーションさかた 開設

ケアハウスさかた 開設（定員15名）、特別養護老人ホーム坂
田青成苑増築（定員50名→90名、短期入所10名→20名）

坂田デイサービスセンター（E型）併設

長浜市巡回型24時間ホームヘルプサービス開始

特別養護老人ホーム青芳 開設（定員50名、短期入所20名）、
デイサービスセンター青芳、在宅介護支援センター青芳併
設、ケアハウスアシ・アエ 開設（定員15名）

長浜長寿デイサービスセンター運営受託（長浜市八幡東町
長浜市役所東別館）

指定居宅介護支援事業所長浜ケアプランセンター 開設
指定居宅介護支援事業所坂田ケアプランセンター 開設
指定居宅介護支援事業所東浅井ケアプランセンター 開設

介護老人保健施設坂田メディケアセンター 開設（定員85名）
通所リハビリセンター併設

特別養護老人ホームやまびこ 開設（定員50名、短期入所20名）
デイサービスセンターやまびこ、在宅介護支援センター秦荘併設
指定居宅介護支援事業所秦荘ケアプランセンター併設

訪問看護ステーションいるか 開設

青浄苑ホームヘルパーステーション 開設（長浜市巡回型24
時間ホームヘルプサービス／平成9年より移行）

やまびこ身体障害者デイサービスセンター　併設

山東デイサービスセンター運営受託（米原市民交流プラザ）

指定居宅介護支援事業所西部ケアプランセンター 開設（西
部福祉ステーション）、長浜市西部在宅介護支援センター 開
設（西部福祉ステーション）

平成13年  7月  1日
　

平成16年  4月  1日
　

平成16年11月  1日

平成17年11月  3日
　

平成18年  4月  1日

平成19年  4月  1日
　

平成20年  3月  1日

平成20年  4月  1日

　

平成21年  7月  1日

　

平成22年  5月  1日

平成24年  4月  1日
　

平成26年  4月  1日
　

平成27年  5月  1日
　

平成27年  5月  1日
　

平成27年10月  1日

平成28年  3月31日

平成28年  4月  1日

平成30年  6月  1日
　

令和元年  5月  1日
　

令和元年  5月  1日
　

令和  3年  8月  1日

令和  5年  7月  1日
　

令和  5年  7月  1日
　

令和  5年  7月31日

令和  5年  8月  1日

長浜西部デイサービスセンター運営受託（長浜市民交流セ
ンター／平成元年より移設→長浜西部福祉ステーション）

介護老人保健施設坂田メディケアセンター新館増築（定員
85名→130名）

訪問看護ステーションさかた「サテライトながはま」 設置

特別養護老人ホーム青浄苑大規模修繕ブライトケア（光療
法）導入

東浅井ケアプランセンターをケアプランセンター青芳に改称

特別養護老人ホーム青浄苑アンタレス 開設（定員60名、短
期入所30名）

介護老人保健施設長浜メディケアセンター大規模修繕

アンタレスを青浄苑から分離独立し、「特別養護老人ホーム
アンタレス」および「アンタレスデイサービスセンター」「アン
タレスホームヘルパーステーション」「アンタレスケアプラン
センター」「介護あんしん窓口アンタレス」に改称

訪問看護ステーションさかた（サテライトながはま）の拠点を
米原市野一色から長浜市加田町に移し、「アンタレス訪問看
護ステーション（サテライトさかた）」を設置

アンタレスデイサービスセンター定員増（定員35名→40名）

セフィロト病院開院（精神病床179床／内指定病床数20床）
グループホーム萌黄寮 開設（定員6名）

グループホーム萌黄寮からグループホームおりひめに名称
変更、グループホームひこぼし 開設（定員6名）

特別養護老人ホーム坂田青成苑定員変更（定員90名→
100名、短期入所20名→10名）

セフィロト病院認知症治療病棟59床事業開始（一般病棟60
床、精神療養病棟119床 → 60床、 認知症治療病棟59床）

セフィロト病院認知症疾患医療センター 開設

介護あんしん窓口受託終了

南長浜地域包括支援センター受託 開設

特別養護老人ホームアンタレス定員変更（定員60名→70
名・短期入所30名→20名）

特別養護老人ホーム青浄苑定員変更（定員100名→104
名、短期入所17名→13名）

特別養護老人ホーム青芳定員変更（定員50名→54名、短
期入所20名→16名）

訪問リハビリテーション坂田メディケアセンター 事業開始

特別養護老人ホーム青浄苑定員変更（定員104名→108
名、短期入所13名→9名）

特別養護老人ホーム青芳定員変更（定員54名→50名、短
期入所16名→20名）

坂田デイサービスセンター　休止

山東デイサービスセンター　定員増（定員30名→40名）

40年の歩み
　青祥会は、昭和57（1982）年の開設から令和4（2022）年3月で創立40周年を迎えることができました。
　今日まで、青祥会の発展を支えていただきました、地域の皆様方、関係機関の皆様方のご支援、ご指導に心から
感謝申し上げます。
　今後、職員一同、心も新たに地域の医療・介護・福祉の充実に更なる精進を重ねて参ります。
　法人の内外に感謝の気持ちを伝えるとともに、全職員が創立40周年の節目であることを意識し、青祥会が更に
地域と共に発展していくことを目的として、コロナ禍ではありましたが、創立40周年記念事業を実施しました。

　「おかげ様で40周年」

「職員募集中」のマグネット

シートを作成し、送迎用車

両に貼付し地域の皆さんに創立40周年をアピールしました。

　街中で走っている姿を見て職員の意識の向上にも繋がり

ました。

青祥会創立４０周年 青祥会創立40周年  記念事業特 集

　フルネーム印鑑が付いた

創立40周年記念ボール

ペンを全職員等に配付しま

した。

　全職員が同じ記念品を持つことで、創立40周年の

意識付けと、職員の一体感が強まりました。

記念品

　創立40周年を機に、令和5年4月からユニフォームのフル

モデルチェンジを行いました。

　装いも新たにイメージアップを図り、より良いサービスの

提供に努めて参ります。

ユニフォーム

ウクライナ募金

記念ステッカー

　ウクライナ避難民の

ための募金活動を実施

しました。

期間 ： 令和4（2022）年6月1日 ～ 6月30日

　集まった100万円の募金を日本赤十字社滋賀支部に送

りました。10月6日にその目録を支部長である三日月大

造滋賀県知事に畑下嘉之理事長より贈呈いたしました。

　「社会福祉法人青祥会　創

立40周年記念誌」を発刊し、

全職員、関係各所に配布しま

した。

　青祥会の40年間の歩みが

凝縮された1冊となりました。

記念誌

　桜の苗木ソメイヨシノを、特

別養護老人ホームアンタレスの

駐車場南側に、植樹しました。

　青祥会と共に大きく育ち、満開の花を咲かせることを

楽しみにしています。

記念植樹
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第17回研究発表大会 新型コロナウイルス感染症対策

【大会テーマ】　医療・福祉から、安心を届けよう！　～今だからできる私たちの役割～
【開　催　日】　令和5年3月16日（木）　　　【会　場】　アンタレス 4階研修室

審査結果

各施設の演題

南長浜地域包括支援センター
演題：住民が自ら活躍する健康な地域づくりを支えて
　　　～六荘地区における地域包括ケアシステム構築へ向けた取組～

介護老人保健施設  長浜メディケアセンター
演題：ＩＣＴを活用した業務改善
　　　～利用者と関わる時間を増やすために～

特別養護老人ホーム  青芳
演題：迫る危機！！水害から利用者の命を守る
　　　～垂直避難大作戦！姉川氾濫への備え～

特別養護老人ホーム
坂田青成苑
演題：技能実習生とともに
　　　　　　　歩んだキセキ
　　　～指導を通して得たもの～

介護老人保健施設
坂田メディケアセンター
演題：はじめよう貯筋体操
　　　～筋力トレーニング
　　　　　　　による身体づくり～

特別養護老人ホーム
アンタレス
演題：ICT導入による
　　　　　職員の意識変化

特別養護老人ホーム
やまびこ
演題：今まで通りすごしたい
　　　～終末期を支える
　　　　　　 チームケア～

セフィロト病院
演題：認知症のBPSD への対応
　　　～NPI-Q の分析と考察から～

令和5（2023）年 5月8日以降令和5（2023）年 5月7日まで

青祥会の対応

　新型コロナウイルス感染防止のため、令和元年度から開催を
中断していました研究発表大会を4年ぶりに再開しました。
　令和5年3月16日（木）に、アンタレス4階研修室をメイン会場
として、Ｗｅｂ形式で開催し、全施設に配信しました。
　各施設からの発表に対して、活発な質疑応答が行われました。
　各施設の演題および審査結果は以下のとおりです。
　今後も研究や様々な取組みを継続し、質の高い専門的サービ
スの提供に努めて参ります。

　新型コロナウイルス感染症は、令和元（2019）年12月
に中国湖北省武漢市にて発生し、脅威の感染力で瞬く
間に世界中に感染が拡大しました。
　青祥会は、患者・利用者の皆さまの命と健康を守るた
め、令和2（2020）年1月11日に「新型コロナウイルス感
染症対策室」を設置し、これまでの経験と
実績を活かし医療と介護の連携の下、新型
コロナウイルス感染症に対する各施設での
面会や各種行事、実態調査や実習受入れ、
職員の行動・活動の自粛等の方針や対応、
更には施設で感染が発生したときの対応等
に取り組んできました。
　これまで、各施設において患者・利用者、
職員共に陽性者は発生していますが、発生
の都度、迅速且つ適切な感染防止対策の実
施により、大事には至っていない状況です。

新型コロナウイルス感染症対策室
　● 令和2（2020）年4月11日発足
　● 会議開催　 22回
　● 電子会議室協議　54案件

　発足以来、合計22回の新型コロナ
ウイルス感染症対策室会議を開催して
います。また電子会議室にて54の案
件を協議しました。

法人の方針
　● 法人の方針　25版
　● 個別案件通知　31通

　政府や滋賀県の方針や感染の拡大
状況に応じて、各種対応方針を適宜協
議、決定、周知し、法人の方針を周知
するための通知文書は最終的に25版
に及んでいます。
　また、個別に至急対応が必要な案
件についての対応通知も別途、31回
発出しています。

　令和5（2023）年5月7日付けで、新型コロナウイルス感染症は2類
相当から5類へ移行となり、政府の方針が緩和される中、青祥会では
法人独自の基準を制定し、感染防止対策を継続しました。さらに、
10月以降の医療提供体制を示した9月15日付けの厚生労働省事務
連絡の発出を受け、現在は下記のとおりの対応としています。

主な対応

継　続
● マスク着用、手洗い・手指消毒、日々の健康管理等の基本的対策
の継続

● 患者・利用者が感染した場合の対応、職員が感染した場合の対応・
休務に関する法人独自基準の継続

　変更、緩和
● 新型コロナウイルス感染症対策室を廃止し、感染症対策委員会に
業務を継承

● 職員の業務外の行動の緩和、福利厚生施設の利用の再開
（感染リスクを考慮した上で行動する）
● 対面面会の再開
予約制とし、面会場所、人数、時間、回数等の制限を設ける
面会者には、引き続き検温、来訪者カード記入のうえ、マスク着用、
手洗い・手指消毒いただく

● 実習受入れ、見学者受入れ、実態調査等のための訪問・来訪、
取引業者による施設内作業等の再開

　令和5（2023）年5月7日付けにて、新型コロナウイル
ス感染症は2類相当から5類へ移行となり、政府の方針
が緩和されつつある中、青祥会では法人独自の基準を
制定し、引き続き感染防止対策を継続しています。

金 賞

銀 賞 銅 賞

厚生労働省ホームページより
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　令和5年度は新たに16名の新入職員を迎えることができました。
　辞令交付式では、畑下嘉之理事長から、新入職員一人ひとりに辞令が
手渡されました。
　続いて、畑下嘉之理事長から、新入職員に向けての訓示があり、青祥会の
成り立ち、青祥会の理念、社会人としての心構えの教示と、期待と激励の言
葉が送られました。
　辞令交付式終了後、引き続き新入職員集合研修を2日間実施しました。
　青祥会の理念と歴史、事業内容、職員としての心構え、介護の基本、接遇
等の研修を得て、4月4日（火）から、各自の配属先に着任し、現場の上司、先
輩達の指導の下、日々の業務に取り組んでいます。

　青祥会では、当法人が主催している
「介護福祉士実務者研修」「介護職員初
任者研修」を受講することで、働きなが
ら資格を取得することができます。
　一般の方の受講も受け付けており、
地域の皆様の資格取得のサポートをし
ています。

　青祥会では、令和元年11月1日、外国人技能
実習制度に基づき、ベトナムから外国人介護技
能実習生２名の受入れを特別養護老人ホーム
坂田青成苑にて開始しました。
　新型コロナウイルス感染症の世界的な流行
のため、その後の受入れを中断していましたが、
令和4年7月に、介護老人保健施設長浜メディ
ケアセンターに中国人技能実習生2名（1期
生）、特別養護老人ホーム坂田青成苑にベトナ

　地域の若い方々に向け、青祥会の職員が福祉の必要性や介護の仕事の魅力を
伝える活動を実施しています。学校に出向いての介護体験や講話の実施、校外学
習としての施設見学等で生徒の皆さんとの交流を図っています。

令和5年度
新入職員辞令交付式・研修

実施日
場　所

令和5年4月1日（土）
アンタレス 4階研修室

実　施　日

実 施 場 所

令和5年5月10日（水）
令和5年5月12日（金）

長浜北星高等学校
「産業社会と人間」講演会

長浜北星高等学校

実　施　日
実 施 場 所

令和5年5月12日（金）

長浜北星高等学校
職場見学会

特別養護老人ホーム アンタレス

実　施　日
実 施 場 所

令和5年7月3日（月）

長浜北星高等学校
１日実習

特別養護老人ホーム アンタレス
実　施　日

実 施 場 所
令和5年7月5日（水）

長浜市立北中学校
福祉・介護出前授業

長浜市立北中学校

令和5年度の開催状況・予定

介護職員初任者研修
研修期間 ： 令和5年9月25日（月）～令和5年12月22日（金）
受 講 者 ： 13名

介護福祉士国家試験対策公開講座
筆記試験対策講座
　集中講座 ： 令和5年11月6日（月）10時～17時
　　　　　　令和5年11月7日（火）10時～17時
　直前講座 ： 令和6年1月12日（金）10時～17時

介護福祉士国家試験全国統一模擬試験
令和5年12月4日（月）10時～14時50分
試験時間 ： 〈午前〉10時10分～11時50分 
　　　　　　〈午後〉12時50分～14時50分

　　　　※本年度は諸般の事情にて開催見送りとなりましたが、
　　　　例年は「介護福祉士実務者研修」も開催しています。

各種研修会を開催

祥会では 当法人が主催している

金）

ム人技能実習生2名（2期生）の受入れを再開し
ました。
　令和5年5月には、ベトナム人技能実習生2名
（3期生）を、令和5年7月には、中国人技能実習
生2名（２期生）を受け入れました。
　中国から特定技能外国人も1名受け入れて
います。
　実習生たちはそれぞれの目標に向かって介
護技能や技術等の習得に励んでいます。

▲
初任者研修開講式

公開講座風景
▼

地 域 交 流

技
能
実
習
生

  

受
入
れ
再
開

実施日

場　所

実施日

場　所

実施日

場　所

実施日

場　所
令和4年7月1日（金）

中国人技能実習生
1期生辞令交付式

長浜メディケアセンター
中国人技能実習生1期生

長浜メディケアセンター
中国人技能実習生2期生

坂田青成苑
ベトナム人技能実習生2期生

坂田青成苑
ベトナム人技能実習生3期生

中国人技能実習生
2期生辞令交付式

法人本部 会議室 法人本部 会議室

令和4年7月6日（水）

ベトナム人技能実習生
2期生辞令交付式

ベトナム人技能実習生
3期生辞令交付式

アンタレス 4階研修室

令和5年5月11日（木） 令和5年7月18日（火）

セフィロト病院 会議室




